
瑞興寺真宗関係史料 一括（13点） 

 

瑞興寺真宗関係史料 

ずいこうじしんしゅうかんけいしりょう 

 

分野／部門 

有形文化財／歴史資料 

 

所有者 

宗教法人 瑞興寺（ずいこうじ） 

 

所在地 

大阪市平野区平野市町 3 

 

紹介 

 

瑞興寺真宗関係史料 
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 瑞興寺は、中世自治都市として知られる平野郷内の平野市町に寺地をおく真宗大谷派（しん

しゅうおおたには）の寺院である。平野は、16 世紀代前半には本願寺教団の教化の拠点とな

っており、平野衆と称される門徒集団が形成されていた。瑞興寺は、天文年間（1532～55）

に明願が建立したとも、慶長 6 年（1601）に信慶が建立したともいわれる。中世史料をはじ

め、大坂夏の陣直後の免物（めんもつ）を含む、江戸時代の真宗関係史料を数多く伝えている。

瑞興寺と平野の歴史を考えるうえでの貴重な文化財である。 

 

用語解説 

真宗大谷派（しんしゅうおおたには） 真宗の一派で、京都東本願寺を本山とする。 

  


